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(イ)地域連携ネットワークづくりのための研修会 

月 日 令和 8年 1月 29 日 

場 所 佐倉市健康管理センター 

参加者  印旛管内及び八千代市内の病院の退院支援調整等の担当者、佐倉市内の地

域包括支援センター担当者、ケアマネジャー等 

内 容 「在宅医療・介護連携推進事業における、関係者情報交換会」内

での事業紹介（中核機関の役割や機能、活用等について） 

講 師 佐倉市成年後見支援センター 担当 

 

(ウ)成年後見制度利用促進基本計画に沿った協議・企画立案会議 

佐倉市成年後見制度利用促進に向けての企画・立案会議 （年 12 回定期開催） 

 

２．相談業務 

（１）成年後見制度に関する情報提供（来所及び出張による相談） 

（２）成年後見人の業務、活動の概要説明 

（３）専門機関等の紹介 

（４）家庭裁判所への申立書類の作成支援 

（５）権利擁護支援の必要性、成年後見制度・サービス等利用の検討 

（アセスメント・スクリーニングの実施） 

（６）成年後見制度以外のサービス等との連携及び繋ぎ 

（７）権利擁護支援が必要なケース会議等への参加 

（８）必要に応じて、専門職等を交えた支援方針等についての事例検討の開催 

（９）相談を受けた際、その背景、主旨、対応等を相談カードに記録し、保管する  

 

(ア)受任調整会議及び課題解決後についてのケース検討 

第 1回 令和 7年 5月 16 日   12 人 受任調整：4 ケース 

第 2回 令和 7年 8月 8日   13 人 受任調整：4 ケース 

第 3回 令和 7年 11 月 14 日   12 人 受任調整：4 ケース 

第 4回 令和 8年 2月 20 日   12 人 受任調整：4 ケース 

 

(イ)事例検討、相談対応・スクリーニングの実施 

第 1回 令和 7年 8月 8日   12 人 2 事例 

第 2回 令和 8年 2月 20 日   11 人 1 事例 

 

(ウ)地域連携ネットワーク協議会 

第 1回 令和 7年 5月 16 日   23 人 活動報告、アンケート結果を基にした意見交換 
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第 2回 令和 7年 11 月 14 日 26 人 活動報告、アンケート結果を基にした意見交換 

 

(エ)成年後見制度出張説明会 

月 日 :  令和 7年 8月 9 日、12 月 13 日、令和 8年 3月 7日 

参加者 :  施設職員 77 名（延べ件数） 

場 所 :  木の宮学園 

内 容 :  「成年後見制度きほんのき」 

 

月 日 :  令和 7年 9月 23 日 

参加者 :  職員家族 21 名 

場 所 :  フジクラキューブ 

内 容 :  「これからも安心して地域で暮らしていくために」 

 

月 日 :  令和 8年 1月 16 日 

参加者 :  根郷寿大学 講座受講者 67 名/80 名 

場 所 :  根郷公民館 

内 容 :  「今から知っておく成年後見制度」 

 

(オ)専門相談、一般相談件数（内訳は別紙参照） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 ２月 ３月 合計 

専門相談 － 5 4 6 4 6 5 4 3 6 4 5 52 

一般相談 56 91 74 75 55 44 43 22 29 33 32 59 613 

月別集計 56 96 78 81 59 50 48 26 32 39 36 64 665 

 

３．成年後見人等の支援 

（１）成年後見人等からの相談対応 

（２）成年後見人等と本人の身近な親族、福祉、医療、地域などの支援チーム編成支援 

（３）成年後見人等の支援のために専門的知見が必要である場合、本人が専門職等から 

相談支援等の協力を得られるための支援 

（４）成年後見人等に対する成年後見事務の支援や助言、地域情報の提供 

（５）支援体制の変更が望ましいと考えられる際の、地域包括支援センターや関係者等 

   との相談対応及び連携 

（６）新たな成年後見人等候補者の推薦等を含めた、家庭裁判所との相談・連携 

 

４．市民後見人の支援及び活用業務 

（１）佐倉市市民後見人名簿の登録及び管理 

（２）市民後見人名簿登録者スキルアップ研修 
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№ 月日 研修内容 人数 

１ 4/21 

・日常生活自立支援事業と成年後見制度における支援者の役割として基

本的な知識、技術、態度、共通性、違い等を学ぶ 

・支援する他者という視点を持つ重要性について、事例検討を体感しな

がら体験的に学ぶ（生活支援員との合同研修） 

講師：全国社会福祉協議会 中央福祉学院 主任教授 

山下 興一郎 氏 

26 名 

２ 10/27 
「事例検討で考える・本人の意思を尊重する支援」 

講師：社会福祉士 秦野 隆治 氏 
26 名 

３ 2/16 
「事例検討で考える・本人の意思を尊重する支援（高齢者）」 

 講師：社会福祉士 高梨子 淳一 氏 
25 名 

 

 

（３）佐倉市市民後見人名簿登録者の成年後見に関する活動状況の調査と継続掲載の意向確認

（年１回） 

（４）佐倉市市民後見人名簿登録者または市民後見人養成講座修了生から名簿に関する書類の

提出を受け付け、佐倉市への提出 

（５）佐倉市市民後見人名簿登録者へ随時の成年後見制度に関する情報提供 

（６）市民後見人選任に関し、佐倉市への市民後見人養成講座修了生の情報提供や受任調整会

議への出席等についての協力、佐倉市や家庭裁判所から推薦依頼があった場合の面接選

考等の実施と推薦者の選定 

（７）市民後見人の選任や効果的な活用について家庭裁判所と調整、協議を行う 

（８）実務相談等の市民後見人の後見等活動支援 

（９）市民後見人養成講座の実施   ※ 今年度は実施予定なし 

 

５．その他 

① 佐倉市障害者総合支援協議会啓発権利擁護部会（5/26、7/14、9/22、11/17、3/30） 

② 認知症対策検討委員会（7/7、2/6） 

③ 相談支援事業所との事例検討会（5/29、7/31、9/25、11/27、1/29、3/26） 

④ 成年後見制度利用促進地区別（印旛地区）意見交換会（2/2）  
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（６）生活困窮者自立支援事業 

従来の自立相談支援、家計改善支援、就労支援、就労準備支援、学習支援に加え、2名の

地域福祉コーディネーターを設置し、訪問型の相談支援と地域づくり事業を開始して 2年

目となった。地域福祉コーディネーターのアウトリーチ機能により、相談件数は昨年度に

引き続き増加している。令和 7年度は就労支援とひきこもり支援に注力した。それに伴い

下半期より就労準備プログラムを週 3 回で定期開催し、就労に向けての相談や軽作業の

機会だけではなく「居場所」としての機能を新たに設けることができた。 

 

（ア）相談ならびに支援状況                           

区 分 件 数 備 考 

相談支援対応件数（延べ） 6,785 件  

うち ひきこもり相談支援対応 1,373 件  

うち 住居確保給付金 132 件 新規申請者 1 名 

新規相談受付件数 603 件  

 うち ひきこもり相談支援新規受付 47 件  

 うち 住居確保給付金新規受付 42 件  

支援決定（確認）件数（新規） 147 件 新規（うち緊急支援 31 件） 

支援決定（確認）件数（再プラン） 102 件 

支援終結件数 121 件 

支援継続件数 674 件 

自立相談支援（新規＋再プラン） 249 件 

重複あり 

（新規＋再プランケース） 内訳 

住居確保給付金 2 件 

家計改善支援 109 件 

就労準備支援 42 件 

認定就労訓練 4 件 

自立相談支援事業による就労支援 150 件 

 

アウトリーチ（訪問）件数 1,015 件 

 うち 個別支援件数 740 件 

 うち 地域支援件数 275 件 

 

（イ）自立支援計画支援調整会議の開催  

№ 月日 出席者数 内 容 

1 4/17 21 人 ・新規ケース 8 件  評価ケース 25 件 

2 5/15 16 人 ・新規ケース 7 件  評価ケース 15 件 

3 6/19 16 人 ・新規ケース 11 件  評価ケース 16 件 

4 7/17 15 人 ・新規ケース 13 件  評価ケース 18 件 
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5 8/21 17 人 ・新規ケース 14 件  評価ケース 23 件 

6 9/18 15 人 ・新規ケース 14 件  評価ケース 18 件 

7 10/16 15 人 ・新規ケース  4 件  評価ケース 20 件 

8 11/20 15 人 ・新規ケース 12 件  評価ケース 15 件 

9 12/18 14 人 ・新規ケース 10 件  評価ケース 14 件 

10 1/15 15 人 ・新規ケース 12 件  評価ケース 22 件 

11 2/19 15 人 ・新規ケース 21 件  評価ケース 20 件 

12 3/19 14 人 ・新規ケース 21 件  評価ケース 19 件 

※「評価ケース」とは、定期的な支援内容の確認や支援の継続等を検討するケース 

 

（ウ）地域づくり事業  

①住民福祉懇談会、福祉委員会研修 

行事名 月日 場所 内容 参加者 

中志津自治会運営委員会 5/24 
中志津自治会

館 
事業説明 37 人 

西志津民生委員茶話会 6/18 
西志津町内会 

集会所 

事業説明、地域福祉コーディ

ネーターについて 
20 人 

志津南地区社協福祉委員会 

住民福祉セミナー 
6/29 

西部地域福祉

センター 

制度周知、質疑応答、意見交

換 
24 人 

光自治会役員会 7/12 光自治会館 
制度周知、質疑応答、意見交

換 
30 人 

千代田地区社協福祉委員研修 9/7 千代田荘 

制度周知、地域福祉コーディ

ネーターについて、地域の支

え合いについて 

89 人 

志津地区社協住民福祉懇談会

「車座」 
9/7 志津公民館 

制度周知、質疑応答、意見交

換 
20 人 

千代田地区民児協定例会研修 9/13 

千代田・染井

野ふれあいセ

ンター 

ひきこもり支援について 16 人 

佐倉市民児協高齢者専門部会

主催研修会 
9/25 

佐倉市立美術

館 
高齢者とひきこもりについて 51 人 

志津南部民児協定例会研修 10/11 
西部地域福祉

センター 

民生委員とくらしサポートセ

ンター佐倉の連携について 
37 人 

根郷地区社協住民福祉懇談会 11/30 
南部地域福祉

センター 

制度周知、質疑応答、意見交

換 
32 人 

佐倉南部圏域ケアマネサロン 1/16 
南部地域福祉

センター 

くらしサポートセンター佐倉

と家計改善支援について 
17 人 

王子台地区社協福祉委員会 1/17 臼井公民館 ひきこもり支援について 43 人 
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西部地域福祉センター健康セ

ミナー 
2/19 

西部地域福祉

センター 
介護にまつわるお金の話 65 人 

 

②企業・関係先連携 

企業・関係先 月日 内 容 

就労継続支援 A 型事業所 

カナナルユーカリが丘 

4/11 事業説明 連携依頼 面接同行 

山万総合サービス株式会社 4/18 

7/23 

事業説明 連携依頼 面接同行 

千葉県立佐倉南高等学校 5/29 

6/25 

事業説明 連携依頼 面接同行 

SBS ロジコム関東株式会社 

佐倉センター支店 

7/31 

8/19 

9/11 

事業説明 連携依頼 面接同行 

就労継続支援 A 型事業所 

あらた 

6/20 

3/11 

3/25 

3/26 

3/30 

事業説明 連携依頼 面接同行 

就労継続支援 A 型事業所 

アトレ 

10/15 事業説明 連携依頼 面接同行 

イオンモール 

千葉ニュータウン 

10/31 事業説明 連携依頼 

株式会社さくられんこん 11/5 事業説明 連携依頼 面接同行 

株式会社フジクラキューブ 11/21 事業説明 連携依頼 

社会福祉法人富裕会 

特別養護老人ホーム 

ゆたか苑 

11/25 事業説明 連携依頼 面接同行 

株式会社 Sunriko 12/11 事業説明 連携依頼 

社会福祉法人千歳会 

特別養護老人ホーム 

ちとせ小町 

12/17 

1/27 

3/31 

事業説明 連携依頼 面接同行 

日本サーナ株式会社 12/19 事業説明 連携依頼 見学同行 

株式会社 JAL エンジニアリン

グ 

2/12 企業見学 連携依頼 定着支援 

生活クラブ風の村 

重心通所さくら 

2/4 

3/3 

企業見学 連携依頼 面接同行 
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株式会社 QVC ジャパン 

商品センター 

2/12 企業見学 連携依頼 面接同行 

石川園芸 2/26 

3/2 

3/14 

企業見学 連携依頼 面接同行 

就労継続支援 B 型事業所 

生活クラブ風の村 

農仲舎八街 

2/18 事業説明 連携依頼 見学同行 

就労継続支援 B 型事業所 

でじるみ千葉佐倉 

8/7 

3/5 

事業説明 連携依頼 見学同行 

株式会社エスプールプラス 

わーくはぴねす農園 

千葉わかばファーム 

3/25 事業説明 連携依頼 見学同行 

 

③ 関係機関との連携 

行事名 月日 内 容 

地域包括支援センター連絡

会議 

4/15 制度周知、地域福祉コーディネーターについて、連携依頼 

地区社協会長会議 4/24 制度周知、連携・ひきこもり支援依頼 

地区代表者会議 4/26 制度周知 

子ども家庭センター進行管

理会議 

5/7 

8/6 

11/17 

2/2 

子ども家庭に係るケースの進捗状況共有、連携依頼 

合同事例検討会 5/29 

7/31 

11/27 

1/29 

相談支援事業所を中心とした事例検討会 

佐倉圏域地域ケア個別会議 6/11 事業説明、地域福祉コーディネーターについて 

成田・印旛地域生活保護受

給者等就労自立促進事業協

議会 

6/12 制度周知、連携依頼、情報収集 

王子台地区地域ケア圏域推

進会議 

7/17 制度周知、質疑応答、意見交換 

アフガニスタンの方への支

援について 

7/28 相談支援時に使えるコミュニケーションボードの作成 

白銀地区地域ケア圏域推進

会議 

8/20 制度周知、質疑応答、意見交換 
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春路地区地域ケア圏域推進

会議 

8/26 制度周知、質疑応答、意見交換 

白銀、宮前、千成地区地域ケ

ア圏域推進会議 

1/21 制度周知、質疑応答、意見交換 

ユニバーサル就労を当事者

が語る場 

1/22 ユニバーサル就労について 

根郷角栄地区地域ケア圏域

推進会議 

1/23 制度周知、質疑応答、意見交換 

臼井地区地域ケア圏域推進

会議 

2/18 制度周知、質疑応答、意見交換 

ダイバーシティ就労モデル

事業報告会 

3/18 情報収集、連携依頼 

※上記①～③の他、各地区社協の理事会、福祉委員会、自治会会議、福祉まつり等行事、サロンへの参加、 

地区社協拠点への訪問による制度周知と情報収集を随時行っている。 

 

（エ）印旛地域生活困窮者自立支援事業ネットワーク協議会  

＜総会＞ 

月日 場所 出席者 内 容 

7/18 地下研修室 11 名 

議案第 1 号 令和 6 年度事業報告及び決算報告について 

議案第 2 号 会則の変更について   

議案第 3 号 令和 7 年度事業計画及び収支予算について 

議案第 4 号 役員の改選について 

 

＜研修会＞ 

月日 場所 出席者 内 容 

10/26 
印西市総合福祉セ

ンター 
21 名 情報共有会 

1/10 

四街道市総合福祉

センター 

3 階会議室 

20 名 

講演：ひきこもり支援が変わった～厚労省から出た「ひ

きこもり支援ハンドブック」で何が変わったのか どの

ような支援が必要なのか～ 

講師：立教大学社会学部社会学科教授 石川良子氏 

 

（オ）法律相談  

№ 月日 場 所 相談者 内 容 

1 4/2 2 階相談室 4 人 離婚、借金、その他 

2 5/14 西部地域福祉センター相談室 1 人 借金 

3 6/4 2 階相談室 3 人 借金 

4 7/2 2 階相談室 4 人 不動産・建築、労働、借金 
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5 8/6 2 階相談室 3 人 借金、その他 

6 9/3 2 階相談室 4 人 相続、借金 

7 10/8 南部地域福祉センター相談室 3 人 借金 

8 11/5 2 階相談室 3 人 家賃、借金 

9 12/3 2 階相談室 4 人 借金、その他 

10 1/14 西部地域福祉センター相談室 4 人 借金 

11 2/4 2 階相談室 4 人 相続、借金 

12 3/4 2 階相談室 3 人 労働、借金 

 

（カ）臨時相談会  

№ 月日 場 所 相談者 内 容 

1 5/14 西部地域福祉センター相談室 0 人  

2 10/8 南部地域福祉センター相談室 1 人 仕事に関する相談 

3 1/14 西部地域福祉センター相談室 0 人  

 

（キ）家計セミナー  

月日 場 所 出席者数 内 容 

10/24 地下研修室 36 名 介護にまつわるお金の話 

～自分の介護、配偶者の介護、親の介護～ 

講師：佐倉地域包括支援センター 

   下原センター長、伊藤生活支援コーディネーター 

 

※セミナー終了後のミニ相談会 相談件数 8 件 

 

（ク）学習・生活支援事業  

活動団体数 7 団体 

活動回数 440 回 

児童生徒参加者数(延べ) 3805 名 

ボランティア参加者数(延べ） 2188 名 

学生ボランティア参加者(延べ) 105 名 

 

(ケ)佐倉市内学習支援活動団体懇談会  

行事名 月日 出席団体数 内 容 

第 1 回学習支援活

動団体懇談会 
7/8 学習支援関係 7 団体 

学校関係者向け周知活動のためのチラシ・マ

ップについて 

学習支援・こども 10/7 学習支援関係 7 団体 ・人材（ボランティア）の確保はどのように
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食堂・地域食堂団

体合同懇談会 

こども食堂・地域食堂

関係 7 団体 

行っているか 

・ネットワークがあることのメリット 

・一緒にできること、一緒にやれたらいいと

思うこと 

第 2 回学習支援活

動団体懇談会 
2/17 

学習支援関係 7 団体 

 

・学校関係者向け周知活動のためのチラシ・

マップについての確認 

・ボランティア活動時間内に事故等が生じた

場合の対応について 

 

（コ）自立相談支援（ひきこもり）  

①訪問       

112 回 50 ケース 内容: 本人及び家族支援、ベジバッグ受け取り他 

②外出支援     

23 回 5 ケース 内容: 季節行事（ブルーベリー狩り・いちご狩り）への参加や、本人の

行動範囲に応じた散歩、外食を実施し、外出機会や気分転換、社会参加

の促進を図った。 

③ひきこもり家族の会  

№ 月日 場 所 出席者数 内 容 

1 6/20 ミレニアムセンター 21 名 講義及びグループワーク 

講師：千葉県済生会習志野病院 

奥田朋子心理士  

2 12/5 ミレニアムセンター 11 名 

 

（サ）就労準備プログラム  

・実施状況 

区分 回数 延べ人数 区分 回数 延べ人数 

買い物 1 回 1 名 畑作業 4 回 7 名 

カレー会 1 回 5 名 ハンドベル演奏 23 回 37 名 

缶バッジづくり 1 回 2 名 ハンドベル発表会 5 回 12 名 

クリスマス会 1 回 2 名 販売会 1 回 2 名 

栗拾い 1 回 3 名 
ビジネスマナー講

座 
1 回 6 名 

工作 11 回 16 名 
ふくしまつりボラ

ンティア 
1 回 1 名 

手話ダンス 1 回 2 名 
プログラム（居場

所） 
1 回 1 名 

ダイヤモンドアート 1 回 2 名 ベジバッグ 64 回 80 名 

調理 4 回 8 名 ボードゲーム 2 回 4 名 
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夏祭り 1 回 5 名 ボランティア活動 2 回 3 名 

夏祭り準備 3 回 8 名 履歴書作成 1 回 1 名 

バウンドテニス 1 回 2 名 
コミュニケーショ

ンゲーム 
1 回 2 名 

 開催回数 133 回  参加延べ人数 212 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定期就労準備プログラム 

 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

延べ人数 １３名 ２２名 ４名 ８名 ８名 ４名 ３名 ６２名 

開催回数 １１回 １２回 ９回 １０回 １０回 ９回 １１回 ７２回 

 

（シ）内部研修 

№ 月日 場所 出席者数 内 容 

1 7/29 2 階会議室 8 名 事例検討 

2 8/13 2 階会議室 6 名 事例検討 

3 9/17 2 階会議室 7 名 事例検討 

4 10/15 地下研修室 7 名 事例検討 

5 11/19 2 階会議室 9 名 事例検討 

6 12/17 2 階会議室 9 名 事例検討 
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7 1/21 2 階会議室 9 名 事例検討 

8 2/26 2 階会議室 8 名 事例検討 

9 3/25 地下研修室 8 名 地域福祉 Co の動きについて、事例報告 

※講師の都合により 4 月～6 月は行わず 7 月から月 1 回の開催となった 

 

（ス）民生委員・児童委員協議会への制度周知 

 民生児童委員協議会理事会及び各地区定例会にて、地域福祉コーディネーターの活動報告を実施。 

 

（セ）各種研修 

月日 研修名 場 所 内 容 

4/25 佐倉市障害者総合支援

協議会 就労支援部会

主催研修会 

臼井公民館２階集会室 令和 7 年 10 月から施行される就労選

択支援事業について 

6/5 千葉県社協新任職員研

修会 

千葉県社会福祉センタ

ー 

社会福祉協議会の歴史と役割につい

て 

6/13 市町村セミナー オンライン ひきこもり支援における本人及び家

族との対話交流と支援体制づくりに

ついて 

6/22 千葉県生活困窮者自立

支援実務者ネットワー

ク実務者ミーティング 

千葉県弁護士会館 支援のそもそもを問い直す 

6/23 

7/1 

千葉県生活困窮者自立

支援制度初任者研修 

千葉県庁 生活困窮者自立支援事業について 

6/27 

7/18 

支援ツール活用セミナ

ー 

ZOOM 研修 相談支援機関業務支援ツールの活用

方法等について 

7/30～

8/1 

主任相談支援員初任者

研修 

全国社会福祉協議会 

中央福祉学院 

生活困窮者自立支援事業における主

任相談支援員養成研修 

10/6 令和 7 年度依存症支援

者研修 

千葉県教育会館 アルコール等依存症について 

10/6 

10/7 

相談支援員初任者研修 全国社会福祉協議会 

灘尾ホール 

生活困窮者自立支援制度について 

10/23 こども家庭センター職

員研修会 

佐倉市役所議会棟第 4

委員会室 

外国人支援の基礎と実践について 

10/27 

10/28 

地域福祉コーディネー

ターリーダー研修会 

全社協 地域福祉コーディネーターによる地

域づくりについて 

10/30 令和 7 年度依存症研修 千葉県精神保健福祉セ

ンター 

アルコール等依存症について 
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11/13 

11/14 

生活困窮者自立支援制

度人材養成研修 就労

支援員・就労準備支援

初任者研修 

虎ノ門ビジョンセンタ

ー 

就労支援員・就労準備支援事業につ

いて 

12/4 ギャンブル等依存症に

関する医療機関職員研

修会 

船橋北病院 ギャンブル等依存症について 

12/4 

12/5 

千葉県生活困窮者自立

支援制度従事者研修 

千葉県社会福祉センタ

ー 

自立相談支援機関のあり方を含めた

制度の動向について 

12/11 千葉県生活困窮者自立

支援実務者ネットワー

ク就労支援研修 

千葉市美術館講堂 働くことを支援する 

1/10 印旛地域生活困窮者自

立支援事業ネットワー

ク協議会自立支援セミ

ナー 

四街道市社会福祉協議

会 

ひきこもり支援が変わった 

1/28 

1/29 

生活困窮者自立支援制

度人材養成研修 子ど

もの学習・生活支援事

業支援員初任者研修 

ZOOM 研修 子どもの学習・生活支援事業につい

て 

2/6 かぶらぎ会 引きこも

り講演会 

臼井公民館 引きこもり支援について 

2/23 千葉県生活困窮者自立

支援実務者ネットワー

ク実務者ミーティング 

千葉県弁護士会 居住支援と身寄り問題について 

3/4 第 12 回ひきこもり支援

を語る Cafe 

ZOOM 研修 制度を活かすための支援の在り方に

ついて 

3/23 家計相談に活かす動機

づけ面接勉強会 

ZOOM 研修 動機づけ面接(MI)について 

 

（ソ）ハローワークの巡回相談(就職支援ナビゲーターによる就労相談)     (単位:人) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

人数 0 人 0 人 1 人 2 人 0 人 2 人 1 人 2 人 1 人 0 人 1 人 0 人 10 人 

場所 : くらしサポートセンター佐倉 
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(７) 介護人材確保対策事業 

高齢者が住み慣れた地域で必要とする福祉サービスを利用できる地域社会を目指し、福

祉を担う人材育成を目的に介護職員初任者研修を実施した。受講者 21名中 2名が途中辞

退となり 19 名が全日程を修了し、介護知識・技術の向上に繋がった。 

 

講座名 月日 時間 所属等 講師 

開講式・オリエンテーション  9：00～ 9：30  

1-1 多様なサービスの理解 10/2 
9：30～11：00 

社会福祉法人誠友会 

特別養護老人ホーム 

佐倉白翠園 

竹内 淳 
11：10～12：40 

1-2 
介護職の仕事内容や働く現場の

理解 
10/2 

13：40～15：10 

15：20～16：50 

2-1 人権と尊厳を支える介護（１） 10/7 
9：00～10：30 

特別養護老人ホーム 

ゆたか苑 
住田 智則 

10：40～12：10 

2-1 人権と尊厳を支える介護（2） 10/7 
13：10～14：40 

14：50～16：20 

2-2 自立に向けた介護 10/9 
9：00～10：30 特別養護老人ホーム 

佐倉白翠園 
小笠原 健 

10：40～12：10 

3-1 
介護職の役割、専門性と多職種

との連携 10/9 

13：10～14：40 
特別養護老人ホーム 

ゆたか苑 
内川 浩明 

3-2 介護職の職業倫理 14：50～16：10 

3-3 
介護における安全の確保とリス

クマネジメント 10/14 

9：00～10：30 さくら総合発達支援セ

ンターホープ 
塚本 淳智 

3-4 介護職の安全 10：40～12：10 

4-1 介護保険制度 10/14 
13：10～14：40 

千葉県社会福祉士会 岡本 崇広 
14：50～16：20 

4-2 
医療との連携とリハビリテーシ

ョン 
11/16 

9：00～10：30 千葉県リハビリテーシ

ョンセンター 
田中 康之 

10：40～12：10 

4-3 障害者福祉制度及びその他制度 10/16 
13：10～14：40 

千葉県社会福祉士会 岡本 崇広 
14：50～16：20 

5-1 
介護におけるコミュニケーショ

ン 
10/21 

9：00～10：30 

社会福祉法人愛光 近藤 美貴 
10：40～12：10 

5-2 
介護におけるチームコミュニケ

ーション 
10/21 

13：10～14：40 

社会福祉法人愛光 近藤 美貴 
14：50～16：20 

6-1 
老化に伴うこころとからだの変

化と日常 
10/23 

9：00～10：30 佐倉市志津北部地域包

括支援センター 
梅崎  由貴 

10：40～12：10 
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6-2 高齢者と健康 10/23 
13：10～14：40 

宍戸内科医院 宍戸 智子 
14：50～16：20 

7-1 認知症を取り巻く状況 10/28 9：00～10：30 
佐倉市志津南部地域包

括支援センター 
高橋 一江 

7-2 
医学的側面から見た認知症の基

礎と健康管理 
10/28 10：40～12：10 

7-3 
認知症に伴うこころとからだの

変化と日常生活 
10/28 13：10～14：40 佐倉市佐倉地域包括支

援センター 
松尾 徳子 

7-4 家族への支援 10/28 14：50～16：20 

8-1 障害の基礎的理解 10/30 9：00～10：00 

さくら総合発達支援セ

ンターホープ 
塚本 淳智 

8-2 

障害の医学的側面、生活障害、

心理・行動の特徴、かかわり支

援等の基礎的知識 

10/30 10：10～11：10 

8-3 
家族の心理、かかわり支援の理

解 
10/30 11：20～12：20 

障害者相談支援事業所 

レインボー 
新井真由美 

9-1 介護の基本的な考え方 11/4 
9：00～10：00 

ケアプラン・ボンド 高梨子淳一 
10：10～11：10 

9-2 
介護に関するこころのしくみの

基本的理解 
11/6 

9：00～10：30 

さくら総合発達支援セ

ンターホープ 
塚本 淳智 

10：40～12：10 

13：10～14：10 

14：20～15：20 

9-3 
介護に関するからだのしくみの

基礎的理解 
11/5 

9：00～10：30 

宍戸内科医院 宍戸 智子 
10：40～12：10 

13：10～14：10 

14：20～15：20 

9-4 生活と家事 11/13 

9：00～10：30 

特別養護老人ホーム 

ゆたか苑 
石橋 義美 

10：40～12：10 

13：10～14：40 

14：50～16：20 

9-5 快適な居住環境整備と介護 11/4 
9：00～10：30 千葉県リハビリテーシ

ョンセンター 
田中 康之 

10：40～12：10 

9-6 
整容に関連したこころとからだ

のしくみと自立に向けた介護 
11/18 

9：00～10：30 

特別養護老人ホーム 

佐倉白翠園 

佐倉市社会福祉協議会 

入佐亜希子 

 

杉山美枝子 

10：40～12：10 

13：10～14：40 

14：50～16：20 

9-7 移動・移乗に関連したこころと 11/20 9：00～10：30 特別養護老人ホーム 村本 二郎 
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からだのしくみと自立に向けた

介護（１） 

10：40～12：10 さくらの丘 

13：10～14：40 特別養護老人ホーム 

志津ユーカリ苑 
大塚 和紀 

14：50～16：20 

移動・移乗に関連したこころと

からだのしくみと自立に向けた

介護（２） 

11/25 

9：00～10：30 特別養護老人ホーム 

さくらの丘 
村本 二郎 

10：40～12：10 

13：10～14：40 特別養護老人ホーム 

志津ユーカリ苑 
大塚 和紀 

14：50～16：20 

9-8 
食事に関連したこころとからだ

のしくみと自立に向けた介護 
11/27 

9：00～10：30 

特別養護老人ホーム 

佐倉白翠園 

佐倉市社会福祉協議会 

安宅 香織 

 

寺田 清美 

10：40～12：10 

13：10～14：40 

14：50～16：20 

9-9 

入浴、清潔保持に関連したここ

ろとからだのしくみと自立に向

けた介護 

12/2 

9：00～10：30 特別養護老人ホームさ

くら苑 
飯塚 純子 

10：40～12：10 

13：10～14：40 

佐倉市社会福祉協議会 杉山美枝子 
14：50～16：20 

9-10 
排泄に関連したこころとからだ

のしくみと自立に向けた介護 
12/4 

9：00～10：30 特別養護老人ホーム 

はちす苑 
秋葉 知洋 

10：40～12：10 

13：10～14：40 

佐倉市社会福祉協議会 杉山美枝子 
14：50～16：20 

9-11 

睡眠に関連したこころとからだ

のしくみと自立に向けた介護に

ついて 

12/9 

9：00～10：30 染井野ヒルズひまわり

の里 
道上 妙 

10：40～12：10 

13：10～14：40 佐倉市社会福祉協議会 杉山美枝子 

9-12 
死にゆく人に関連したこころと

からだのしくみと終末期介護 
12/9 14：50～16：20 宍戸内科医院 宍戸 智子 

9-13 介護課程の基礎的理解 12/11 
9：00～10：00 

ケアプラン・ボンド 高梨子淳一 
10：10～11：10 

9-14 

総合生活支援技術演習 12/11 

11：20～12：20 ケアプラン・ボンド 高梨子淳一 

13：20～14：50 

佐倉市社会福祉協議会 杉山美枝子 
15：00～16：30 

総合生活支援技術演習 12/16 

9：00～10：30 

ケアプラン・ボンド 高梨子淳一 
10：40～12：10 

13：10～14：40 

佐倉市社会福祉協議会 杉山美枝子 
14：50～16：20 

10-1 振り返り 1/20 
9：00～10：00 

ケアプラン・ボンド 高梨子淳一 
10：10～11：10 
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10-2 
就業への備えと研修修了後にお

ける継続的な研修 
1/20 

11：20～12：20 

13：20～14：20 

 効果測定 1/22 
14:30～15:30 

9:00～12:10 
事務局  

 
閉講式（修了証書授与等） 

市内社会福祉施設就職説明会 
1/29 10：00～12：00 事務局  

※ 授業時間数 132 時間  （会場：佐倉市社会福祉センター地下研修室） 
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９ 基 金 

自主財源の確保を目的として福祉基金を設置し、趣旨に賛同して寄せられた寄附金によ

り資金造成を行っている。運用に関して、定期預金は期間を１年、2年に分散しての預

入れし、債券は 30 年の公債を保有し、各事業実施のため、福祉基金の取り崩し及び基

金から生ずる利息の確保に努めた。 

 

（１）福祉基金  

基金総積立額 149,745,107 円 

令和 7年度寄附金額 2,542,658 円 

配分額 2,608 ,552 円 

内 訳 法人運営 793,552 円 

地域福祉ネットワーク       1,815,000 円 
   

（２）菊地久治勉学奨励基金  

基金総積立額 73,354,077 円 

勉学奨励金配分額 3,711,340 円 

内 訳 勉学奨励奨学金として    3,611,340 円 

勉学奨励一時金として    100,000 円 
   

（３）元気に育て子ども基金  

基金総積立額 41,200,916 円 

令和 7年度寄附金額 106,000 円 

子ども支援金配分額 71,540 円 
   

（４）稲垣成こ勉学奨励基金  

基金総積立額 15,734,309 円 

令和 7年度寄附金額 4,380,606 円 

令和 7年度積立金額 4,399,306 円 
   

（５）福得孝養基金  

基金総積立額 43,272,755 円 

令和 7年度寄附金額 6,252,352 円 

令和 7年度積立金額 6,252,352 円 
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１０ 共同募金配分事業 

（１）歳末たすけあい運動 

経済的に支援が必要な在宅生活者が、明るい正月を迎えられよう支援金を贈るととも

に、市内で生活に困窮する方を年間を通じて支援する活動団体への助成金による支援の

ため、「歳末たすけあい募金配分内容検討委員会」において、配分計画の検討・協議を

経て、配分額等を決定している。対象者の確認や支援金の配分は、民生委員・児童委員

協議会の協力で実施し、歳末たすけあい助成金を募集し地域配分を行った。 

 

（ア）歳末たすけあい募金配分内容検討委員会 

 

（イ）民生委員・児童委員協議会での歳末たすけあい運動の協力依頼 

月日 依頼事項 

9 月 配分対象者の確認（調査）依頼 

10 月 配分対象者の確認（調査）台帳回収 

11 月 配分対象者「確認票」の配布 

12 月 配分対象者への「在宅支援金」交付・「受領簿」の配布 

1 月 在宅支援金「受領簿」回収と戻入金受付・不在者引継ぎ対応 

3 月 歳末たすけあい運動事業報告（書面） 

 

 

 

 

 

№ 月日 内 容 

第 1回 5/9 

＜報告事項＞ 

・令和 6年度 歳末たすけあい募金・配分実績について 

＜協議事項＞ 

・令和 7年度 歳末たすけあい募金配分事業 配分計画について  

第 2 回 7/17 
＜協議事項＞ 

・令和 7年度 歳末たすけあい募金助成金の申請団体の選考について 
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（ウ）在宅支援金の配分実績                     

 
種 別 対象世帯数 配分単価(円) 

令和 7年度 

世帯(組) 金額(円) 

 

 

要 

保 

護 

世 

帯 

一般低所得世帯 

単身 7,000 11 77,000 

家族あり 10,000 20 200,000 

家族（子あり） 11,000 105 1,155,000 

母子・父子世帯 
子１人 10,000 109 1,090,000 

子２人以上 12,000 174 2,088,000 

ひとり暮らし高齢者世帯 7,000 119 833,000 

心身障がい児・者世帯 
単身 7,000 6 42,000 

家族あり 10,000 12 120,000 

罹災世帯  

単身 7,000 0 0 

家族あり 10,000 0 0 

合  計 556 5,605,000 

 

（エ）歳末たすけあい募金助成金  

 

（オ）配分合計    

名 称 内 訳 金 額 

在宅支援金 556 世帯 5,605,000 円 

生活困窮者支援団体等への活動助成金 25 団体 1,125,000 円 

事務費   320,357 円 

配分合計 583 世帯・団体 7,050,357 円 

 

（カ）募金実績 

歳末たすけあい募金目標額 8,430,000 円 

歳末たすけあい募金実績額 7,689,186 円 

 

（キ）次年度への繰越金 

令和 6年度末繰越金 8,340,029 円 

令和 7年度募金実績 7,689,186 円 

令和 7年度配分実績 7,050,357 円 

名 称 内 訳 金 額 

生活困窮者等への活動助成金   45,000 円×25団体 1,125,000 円 
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次年度への繰越金（令和 7年度末） 7,689,186 円 

剰余金 1,289,672 円 

 

（２）児童福祉事業 

（ア）交通遺児見舞金・勉学奨励金・激励金・受験費用助成金の交付 

陸上交通事故により父親または母親を失った 18歳未満の交通遺児（世帯）を対象世帯

とし調査を行い、該当する世帯に対し担当地区民生委員の協力を得て見舞金、勉学奨励

金・激励金、受験費用助成金の交付を行い交通遺児世帯の激励を行った。 

 

交通遺児該当世帯 なし 

見舞金 交付金額 なし 

勉学奨励金 交付金額 60,000 円 

激励金 交付金 120,000 円 

受験費用助成金額 55,000 円 
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１１ 共同募金事業への協力  

共同募金事業について、市民の理解を求めるとともに、たすけあい精神を高め、市民の善意

を結集した募金運動を、千葉県共同募金会佐倉市支会と協力して行った。 

募金活動は、10月 1 日から、各自治会・町会・区の協力による戸別募金、法人・学校・職域・

イベント等で実施した。 

 

(ア)赤い羽根募金                                                                           

募金目標額   12,430,000 円   募金実績額  9,996,787 円   

(イ)歳末たすけあい募金       

 募金目標額   8,430,000 円   募金実績額    7,689,186 円 

 

(ウ)赤い羽根共同募金説明会        

・４月に地区代表者に対して共同募金運動についての説明、協力依頼を行った。また、自治

会あてに送付した資料にて共同募金運動についての説明、協力依頼を行った。 

月 日 ： 令和 7年 4月 26 日 

会 場 ： 佐倉ハーモニーホール(佐倉市民音楽ホール) 

参加者 ： 地区代表者 

(エ)資材発送          

・9月に地区代表者に対して協力依頼とともに赤い羽根募金資材を発送する作業に協力した。 

また、歳末たすけあい募金資材については、11月の資材発送作業に協力した。 

         

（オ）共同募金しおりづくり        

・共同募金をより理解していただくこと、街頭募金活動で啓発用に配布することを目的に実施

とした。今年度はしおりづくりリーダー養成講座を行い、しおりづくりを担う人材の養成を

初めて行った。 

≪しおりづくり会≫       

・令和 7年 8月 1日  社会福祉センター地下研修室    参加者 10 人 

・令和 7年 8月 8日  南部児童センター         参加者 27 人 

・令和 7年 8月 26 日  西部地域福祉センター会議室    参加者 22 人 

        

（カ）佐倉市オリジナル回覧作成 

・共同募金運動をすすめる上で、佐倉市内で寄せられた募金がどのように活用されているの

かを、その流れとともに昨年の実績を綴った佐倉市オリジナルの回覧物を 6,000枚作成し、

自治会・町内会等へ配布した。学校、法人・団体へも協力依頼とともに配布を行った。 
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１２ 居宅介護  

障害者総合支援法に基づき、身体障がい者（児）、知的障がい者（児）、精神障がい者にホ

ームヘルパーを派遣し、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、生活

全般にわたる援助を行った。 

 

（１）障害福祉サービス事業        

活動実績（地域生活支援事業、生活サポート事業、同行援護事業を含む）   

 利用者数（人） 活動回数（回） 

月日 7 年度 6 年度 5 年度 7 年度 6 年度 5 年度 

4 月 46 44 45 233 253 236 

5 月 43 38 44 205 226 235 

6 月 44 35 43 224 252 214 

7 月 43 39 44 201 229 217 

8 月 39 33 40 183 204 213 

9 月 40 41 44 187 185 203 

10 月 41 44 39 204 218 209 

11 月 41 40 45 181 202 215 

12 月 40 41 40 186 190 193 

1 月 39 40 38 178 189 200 

2 月 34 41 34 169 218 194 

3 月 36 43 40 181 193 212 

計 486 479 496 2,332 2,559 2,541 

月平均 40.5 39.9 41.3 194.3 213.3 211.8 

 

訪問介護員研修 

№ 月日 場 所 内 容 参加人数 

1 4/13 2 階会議室 法令遵守・倫理         9 名 

2 5 月 － プリント研修            

3 6/15 西部地域福祉センター 感染症・食中毒 6 名 

4 7/13 地下研修室 虐待 8 名 

5 8/17 西部地域福祉センター 同行援護実技 8 名 

6 9 月 － プリント研修  

7 10/19 地下研修室 緊急時対応 7 名 

8 11/16 西部地域福祉センター 接遇 7 名 

9 12/14 地下研修室 プライバシー保護 7 名 
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10 1/18 西部地域福祉センター 日常生活自立支援事業 7 名 

11 2/15 地下研修室 障害について 8 名 

12 3/15 西部地域福祉センター 善意銀行・フードバンク 8 名 

 

（２）訪問介護員派遣事業  

公的制度に該当しない介護又は支援を必要とする高齢者、障がい者、児童等の家庭に訪

問介護員を派遣し、自立した日常生活を営むことができるよう、生活全般にわたる援助

を行った。 

                                        

 利用者数（人） 活動回数（回） 

月日 7 年度 6 年度 5 年度 7 年度 6 年度 5 年度 

4 月 1 0 3 1 0 7 

5 月 0 0 3 0 0 8 

6 月 1 1 4 1 2 8 

7 月 0 1 4 0 1 10 

8 月 0 0 3 0 0 7 

9 月 1 0 2 1 0 5 

10 月 1 0 1 1 0 1 

11 月 0 0 1 0 0 2 

12 月 0 0 0 0 0 0 

1 月 0 0 1 0 0 1 

2 月 0 0 0 0 0 0 

3 月 0 0 0 0 0 0 

計 4 2 22 4 3 49 

月平均 0.3 0.2 2 0.3 0.3 4 

         

（３）相談支援事業 (指定計画相談支援)  

 利用者数（人） 

月日 7 年度 6 年度 5 年度 

4 月 4 4 4 

5 月 2 2 0 

6 月 4 4 2 

7 月 0 2 2 

8 月 2 4 1 

9 月 2 0 2 

10 月 1 0 0 

11 月 4 5 6 
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12 月 1 1 0 

1 月 1 1 1 

2 月 1 1 1 

3 月 1 1 2 

計 23 25 21 

月平均 1.9 2.1 1.8 
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Ⅱ 公益事業                        

１ 指定管理事業 

（１）西部地域福祉センターの管理運営 

佐倉市と締結した佐倉市西部地域福祉センターの管理に関する協定書（指定期間：令和

6年度から令和 10 年度まで）に基づき、適切な管理運営業務を実施した。 

地域住民が地域福祉活動を推進する施設としてその場と機会を提供するとともに、福祉

活動の拠点として、志津、志津南、ユーカリが丘、西志津地区社協の事務局を設置してい

る。また、ボランティアセンター、研修、相談等の施設を確保しボランティアセンター機

能の充実を図ることにより地域福祉の増進に努めた。 

 

（ア）利用状況 

 

区分 

7 年度 6 年度 

件数 人数 件数  人数  

会議室 1,589 件 72,589 人 1,561 件 62,634 人 

研修室 423 件 4,753 人 397 件 5,386 人 

娯楽室 - 3,366 人 － 2,759 人 

和室 - 1,317 人 - 1,401 人 

浴室（男） - 6,474 人 - 5,285 人 

浴室（女） - 1,933 人 － 2,127 人 

浴室（計） - 8,407 人  6,649 人 

 

（イ）相談事業 

①弁護士による無料法律相談 

・千葉県弁護士会の協力を得て市民を対象に無料法律相談を実施。 

(1 日 6 組限定、1組当たり相談時間 30分程度) 

月日 参加 内 容 

6/10 4 組 相続手続き、相続放棄、金銭トラブル等 

8/19 5 組 生前贈与、株の相続放棄、相続した山林の寄付、隣家トラブル、共有名義

の一本化について等 

10/21 6 組 借家トラブル、相続した山林の処分、隣地の駐車場トラブル、離婚に際し

ての財産分与、家族からの慰謝料について等 

12/9 3 組 交通事故の示談金、元夫との金銭トラブル、相続に関して 
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②知的障がい児・者支援相談 

・佐倉市手をつなぐ育成会との連携により、佐倉市から委嘱された障害児・者相談員が、障が

いのある本人及び家族の方々に寄り添い、生活上の悩み、療育、進路等、不安を解消し、安

心な生活を送るための相談支援を実施。   

                        (単位：件) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

件数 3 3 1 0 1 2 1 1 2 1 3 1 19 

 

③行政書士による相続・遺言に関する相談 

・千葉県行政書士会印旛支部の協力を得て相続・遺言に関する行政上の手続き等の相談を実施。 

(単位：件) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

件数 8 9 5 6 5 7 4 4 7 7 8 3 73 

 

④みんなで学ぼう！成年後見制度＆相談会 

公益財団法人家庭問題情報センター千葉ファミリー相談室、ＮＰＯ法人佐倉市民後見人協

会との共催により、成年後見制度について説明、事例紹介、プロジェクター投影による紙芝

居を実施するなど、わかりやすく楽しく学んだ。また別日程で相談員による個別相談を実施。 

「講座」 

日時 ： 9 月 17 日 10 時～12 時 

講師 ： 公益社団法人家庭問題情報センター千葉ファミリー相談室 

      NPO 法人佐倉市民後見人協会 

協力 ： 劇団「南座」（志津南地区社会福祉協議会） 

人数 ： 49 名（一般市民 30名他、関係者 19 名） 

「個別相談会」 

日時 ： 9 月 21 日 9時～15時 

件数 ： 9 件 

内容 ： ①親亡き後、障がいの我が子について（2件）②認知症になった場合 

入院や入居の手続き・財産管理について（2件）③遺言書の書き方など 

 

（ウ）高齢者交流事業 

①レクリエーションダンス 

・日本フォークダンス連盟公認指導者の水谷順子氏を講師に、懐かしのメロディーに合わせた

ストレッチや、体力に合わせた簡単なダンスで脳トレ、有酸素運動を実施。 

開催日時：第 3金曜日の 10 時～11時、第 4木曜日の 13時 30 分～14時 30 分 

                                       (単位：人)    

月日 4/4 4/25 5/16 5/22 6/20 6/26 7/18 7/24 8/22 8/28 9/19 9/25 

人数 4 4 4 2 6 5 7 11 12 12 6 6 
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月日 10/10 10/23 11/21 11/27 12/19 12/25 1/16 1/29 2/20 2/26 3/6 3/26 

人数 5 7 5 6 7 9 4 10 5 8 4 5 

   合計参加人員：154 名 

 

②転倒予防体操・姿勢改善体操 

・高齢者は転倒すると、医療や介護が必要な状態に陥ることが多いことから、健康運動指導士

戸田由香氏を講師に、筋力トレーニングやバランストレーニングを無理なく行い、転倒リス

クの軽減を目指し実施。 

開催日時：月 2回水曜日の 10時～11 時 

「転倒予防体操」 

月日 4/23 4/30 5/7 5/28 1/7 1/21 2/4 2/18 3/4 3/18 計 

人数 10 9 10 12 12 13 11 13 15 12 117 

 

「姿勢改善体操」 

月日 9/3 9/24 10/15 10/29 11/5 11/19 計 

人数 13 11 10 11 6 7 58 

 

③椅子ヨガ 

・高齢者が健康な生活を維持していくために、筋力の維持向上を目指し、JPDA 認定ヨガインス

トラクターである今井遼子氏を講師に、椅子に座って軽度なヨガを実施。 

日時：第 2金曜日の 11時 5 分～11 時 55 分 第 4 火曜日の 13時 30 分～14 時 20 分 

 

月日 4/11 4/22 5/9 5/27 6/13 6/24 7/11 7/29 8/8 8/26 9/12 9/30 

人数 15 19 18 14 22 13 24 11 21 19 25 20 

月日 10/17 10/28 11/14 12/12 12/23 1/9 1/27 2/13 2/17 3/13 3/24 計 

人数 20 21 25 20 12 23 20 19 15 19 9 424 

 

④笑いヨガ・ミュージック 

・ボランティア団体「笑いヨガ・ミュージック」が、笑って歌って高齢者の交流と健康増進を

目的に実施する計画を立てたが、団体が活動休止状態であったことから、他のボランティア

団体に協力いただき実施。 

  ア）フラダンスと歌 

内容：フラダンスとウクレレやオカリナの生演奏に合わせてシニアに馴染みのある曲 

を歌ったり、一緒にフラダンスを踊って楽しく交流した。 

月日 9/24 10/22 計 

人数 27 20 47 

※参加人数にはアロハ・プア・ナニの会員を含む。 
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  イ）スポーツ吹矢体験 

    内容：ボランティア団体の「創健吹矢を楽しむ会」に協力いただき、第 1土曜日の 

13 時 30 分～15時までスポーツ吹矢体験を開催した。（9 月から開催） 

月日 9/6 10/4 11/8 12/6 2/7 3/7 計 

人数 18 16 24 20 18 27 123 

※参加人数には創健吹矢を楽しむ会の会員を含む。1 月は休み 

 

⑤生活安全セミナー 

・高齢者が日常生活の中で起こりうる振り込め詐欺被害、投資による損害、金銭トラブル等の

事前防止を図るため、生活安全セミナーを実施。 

（1）消費者センターに多い相談と対処法やクーリングオフについて 

日 時 ： 12 月 16 日 10:00～11:30 

講 師 ： 佐倉市消費者センター相談員 

参加者 ： 8名 

  

⑥ＵＶレジンでアンブレラマーカー作り教室 

・西部地域福祉センター利用団体「クラフトルーム」の谷口千恵氏を講師に、子どもも大人も

一緒に UVレジンの体験を行い、世代間交流の場を提供した。2グループでアンブレラマーカ

ーを作成した。 

日 時 ： 10 月 4 日 9時 30 分～10 時 30 分  11 時～12時 

会 場 ： 西部地域福祉センター研修室 

参加者 ： 7名 

 

⑦健康セミナー「介護にまつわるお金の話」 

・自身や家族が怪我や病気で介護が必要になった時に慌てない為に、介護施設の形態や利用方

法、介護にかかる具体的な費用、介護サービスの最新情報など、知識を得て安心につながる

目的に開催。くらしサポートセンター佐倉の紹介も併せて行った。 

日 時 ： 2 月 19 日 13 時 30 分～15時 30 分 

会 場 ： 西部地域福祉センター会議室 1,2,3 

講 師 ： 志津南部地域包括支援センター 髙橋一江氏（センター長）、  

田中靖久氏（社会福祉士） 

参加者 ： 65 名 

 

（エ）ボランティアセンター事業 

  ①夏休み児童手話講座 

   ボランティア団体手話サークル「希望」及び佐倉市ろう者協会の協力を得て、ボランティ

ア活動が盛んな地域形成、及びボランティア団体の活動促進を図ることを目的に実施。 

日 時 ： 令和 7年 8月 23 日 10:00～11:30 

場 所 ： 西部地域福祉センター会議室 1,2,3 
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参加者 ： 33 名 

  ②ボランティア相談 

   西部ボランティアセンター室を有効活用し、ボランティア活動の盛んな地域形成を目指し

て、地域のボランティア活動の推進を図るため、ボランティア相談及びボランティア活動

支援を行った。内容としては、ボランティアの支援相談、活動相談、各種情報やボランテ

ィア保険、災害ボランティア保険の受付等を実施。 

    ・ボランティア相談及び対応件数  187 件 

 

（オ）子どもの健全育成事業 

こどもたちが個性や創造性、社会性、自律性を身につけ、健全に成長していくための一助と

なることを目的として、ボランティア団体等の協力を得ながら、体験活動等を実施。 

    日 時 ： 令和 7年 6月 21 日 10:00～11:30 

場 所 ： 西部地域福祉センター研修室 

参加者 ： 7名 

内 容 ： 折り紙教室と紫陽花を飾ったリースの作成 

 

（カ）くらしサポートセンターとの連携事業 

くらしサポートセンター佐倉と連携し、ひきこもり対象者の就労準備の一環として行ってい

る活動の成果としてのじゃがいもの販売や、日ごろ練習しているハンドベルの発表、また、

子ども向けのイベント等を通して、地域住民との交流を図った。 

 

月 日 内 容 

6 月 26 日 

 

・うすい東地区社会福祉協議会の皆さんの協力を得て収穫したじゃがいもの販売 

・グループで練習しているハンドベルの演奏 

8 月 27 日 ・子どもを対象にした夏祭りイベントを 8 月 27 日に開催 

12 月 19 日 ・ハンドベル演奏会 クリスマスソング 

1 月 30 日 ・ハンドベル練習 「米津玄師のレモン」など新しい曲に挑戦 

3 月 31 日 ・ハンドベル練習 上記に加え「いきものがかりの sakura」に挑戦 

 

（キ）定期利用団体懇談会 

西部地域福祉センターを定期的に利用し、地域福祉活動を行っている団体との懇談会を開催。 

利用団体の紹介として活動を話していただき団体同士の交流を図った。センターの利用方法

やお願いを伝え、利用団体からの要望や意見交換を実施。利用団体の発表会の提案や、利用

に係る交通手段等の意見が寄せられた。 

  ≪定期利用団体懇談会≫ 

日 時：令和 8年 2月 27 日 14:00～14:45 

場 所：西部地域福祉センター研修室  

参加者：14 団体 17 名 
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Ⅲ 収益事業                        

１ 手数料の収入 

（ア）自動販売機の設置 

 売上合計金額  1,602,154 円  

 

・設置場所 市内 5か所 ・設置台数 11 台  

① 西部保健福祉センター 1 台 

② レインボープラザ佐倉 1 台 

③ 社会福祉センター   6 台 

④ 佐倉市民体育館    2 台 

⑤ 根郷公民館      1 台 

 

・過去３カ年の比較 

年 度 設置台数 金  額 

令和 6 年度 11 台 1,971,105 円 

令和 5 年度 11 台 1,563,886 円 

令和 4 年度 11 台 1,725,304 円 

 

（イ）広告掲載料 

広報誌(社協さくら)広告掲載料により、社会福祉事業の資金造成を行った。 

 売上金額  345,000 円  

 

・発行回数 年 3回 ・広告掲載 1 回あたり平均 8社 

 

・過去３カ年の比較 

年 度 金  額 

令和 6 年度 360,000 円 

令和 5 年度 390,000 円 

令和 4 年度 330,000 円 
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社会福祉法人  佐倉市社会福祉協議会 

      

【理 事】     

会 長 大藏 文子    

      

副会長 小林 眞智子 稲阪  稔   

      

理 事 兼坂  誠 寺田 純子 渡辺 章二 内田 節子 
      

業務執行理事 深沢 孝志    

     

     

【監 事】 西原 弘明 守友 英徳   

     

     

【顧 問】 山下 興一郎 長谷川 大美   

     

     

【評議員】 池  克志 稲村 多恵子 岩渕 明弘  

      

  氏家 敏夫 内川 浩明 小長井 博子  

      

  佐藤 幸恵 菅沼 健司 本間 仁美  

      

   湯川 芳朗    

     

     

    
令和 8年 3月 31 日現在 
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私たち（佐倉市社協）の基本方針 

～“佐倉市社協ブランド・アイデンティティ”～ 

 

☆私たちの活動理念（ビジョン）  

「ありがとうが行き来するまち」 

 

☆私たちの使命・役割（ミッション） 

私たちは、 誰もが自分の居場所があるまちをつくるために 

地域の声と地域の力をつなぎます 

 

☆私たちの存在価値（バリュー）  

【お互いさまの気持ち】 

誰もが平等に幸せに生きられる社会の実現のために、お互いを気にかけ合い、助け合い、 

声を掛け合うことができるよう「お互いさまの気持ち」を忘れずに活動します。 

【受け入れること】  

国籍、年代、性別、財産、知力、仕事、容姿、障がいの有無などに関わらず、誰をも否定す 

ることなく、個を尊重し、その人らしさを大切にします。 

【主体的であること】  

誰もが居場所や生きがいを自ら発見できるように私たちはサポートに徹します。私たちも 

待ちの姿勢ではなく、人とまちに興味を持ってアンテナを張り、足を運びます。 

【生きがいを持つこと】   

誰もが居場所を持てるように、誰かの役に立ちたいという想いを尊重し、その人の力が 

発揮できるようにサポートします。そして私たちも生きがいを持ちます。 

 

☆私たちの約束（プロミス） 

①私たちは、年齢・国籍・障がいの有無等に関わらず、どんな相談も受入れ対応します 

②私たちは、受けたすべての相談を、解決に向けて適切な機関や人につなぎます 

③私たちは、秘密をしっかり守ります  

④私たちは、誰もがやりがい、生きがいを持てる活動の場や機会を提供します 

⑤私たちは、福祉の専門性を常に高めます 

 
 

 
 




